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１．学習の到達目標等

２．学習計画及び評価方法
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教科名 科目名 科 コース

国語 言語文化 普通 共通

学習の到達目標

【知識及び技能】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。
【思考力，判断力，表現力等】論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との
関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
【学びに向かう力，人間性等】言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を
向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養
う。

教科書・副教材 東京書籍「新編言語文化」・学習課題ノート・大修館「トータルサポート新国語便覧」

学習内容 試験・課題・提出物等

1

古文入門『児のそら寝』
・古文と現代文との違いを知り、古文を読む基礎となる文語のきまりを理解する。
・説話のおもしろさを味わい、古文の世界に親しむ。

学習課題ノート
授業のノート

現代文随筆「さくらさくらさくら」　「心の自由」
・随筆を読んで、筆者のものの見方や感じ方を読み取る
小説「とんかつ」「オレンジの実る中庭」表現に則して人物の心情を読み取る。

中間考査

漢文入門　訓読の基本と故事成語
古文随筆『徒然草』
・基本的な文法を学習し、古典の内容把握に生かす。
・作品理解に必要な基礎知識を習得し、古典作品を味わう。

学習課題ノート
授業のノート

随筆『枕草子』
・用言の活用について習熟する。
・古典常識を学び、作者の自然や人間に対する感性を理解する。

期末考査

語句の意味や漢字の読みなどを確認し、教材内容の理解を深めましょう。授業時や考査の際に、ノートと学習課
題ノートの提出を求めるので、日頃から丁寧に記入をしましょう。
古典作品に親しめるように、音読などを積極的に行いましょう。

3

小説３『夢十夜』
　　・非現実的・抽象的な内容を読解し、作者の意図の把握へとつなげる。
　　・読書の幅を広げ、豊かな感性を養う。

学習課題ノート
授業のノート

紀行『奥の細道』
　　・作品の内容を読み取り、作者の思いを捉える。
　　・俳諧の決まりを学び、広く愛唱される名句を味わう。

学習課題ノート
授業のノート

漢詩　史話
　　・漢文のリズムを味わい、情景や作者の心情を読み取る。

学年末考査

４．学習状況の評価方法

５．担当者からのメッセージ

３．評価の観点

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文
化に対する理解を深めることができたか。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え
合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようなったか。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国
の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養うこ
とができたか。

定期試験や授業・課題への取り組みに基づき，知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に取り組
む態度の各観点を考慮し，総合的に評価する。
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学習課題ノート
授業のノート

漢文　「漢詩」漢詩のきまりを理解し、時代を踏まえて深く味わう力を養う。
現古融合詩歌「折々のうた」・和歌の表現技法について学び、鑑賞に生かす。・三
代集それぞれの特色を理解する。

中間考査

小説２『羅生門』・舞台背景を踏まえ、登場人物の心情を把握する。
　　・情景を読み取り、作品理解に生かす。
物語『伊勢物語』　・文章の展開や表現の特色に注目しながら物語を読み味わう。
　　・助動詞の活用について学ぶ。

学習課題ノート
授業のノート

漢文「論語」 ・訓読の決まりを習得し漢文への興味関心を持つ。
古文「平家物語」作品の内容や現代語訳の作成をする。

期末考査

現代文詩歌「柳あをめる」「雪の深さを」「詩」
・詩や短歌、俳句に親しみ、深く味わう力を養う。


